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１　現状と課題

２　事業目的

３　事業目的を達成するための取組

４　成果指標 （推移の凡例　↗：改善　↘：悪化　→：変化なし　―：数値なし）

５　本事業が貢献する総合５か年計画の施策分野と達成目標

６　事業コスト （単位：千円、人）

千人自然公園施設来館者数

指標なし

4341 48↗
前年度の利用者数を上回ることを目指す。
(数値は、R6に山ノ内町へ移管した志賀高原自然保護センター
を除く４施設の合計値）

①
③

②

達成45↗

単位

万人 3,709

年／
年度 数値

達成
状況 目標値設定理由

達成目標
（☆印が付いているものは主要目標）

自然公園利用者数

実績 実績 推移

No. 施策分野（施策の総合的展開名）
目標

年／
年度 数値

2027
(R9) 3,820

年／
年度 数値

2025
(R7) 3,791

直近３か年の状況
年／
年度 数値

2024
(R6)

2023
(R5) 3,538

課・室 自然保護課
実施期間 S33 ～

R7年度
実績 推移

③自然公園における利活用の推進

単位
R5年度 R6年度

No. 指標名 R7年度
目標値

人と自然が共生する社会の実現1-1②

事業番号 06 05 02 事業改善シート（令和７年度実施事業分） □当初要求　□当初予算案 　□補正予算案　■点検

　令和４年に自然公園法が改正され、自然公園の保護をこれまでどおり行いつつ、適正な利用を一層推進することとされた。
　また、県内自然公園の利用者数は、コロナ禍で大幅に減少したものの徐々に回復傾向にあり（R2：2,289万人→R5：3,538万人）、
自然とふれあう機会の拡大による自然保護意識の向上が期待される。
　このため、自然公園の魅力を広く発信することで利用者の回復を図るなど、より一層の自然公園の保護と利用の推進に取り組む必要
がある。

県内自然公園が有する美しく豊かな自然環境や風致景観を保全するとともに、国内外から多くの人々が繰り返し訪れるよう、魅力ある
公園づくりを推進する。

① 自然公園施設（自然保護センター等）の管理運営

・御岳県立公園の国定公園化に向け、建て替えが必要な看板の現況調査を行い、要整備箇所の確認及び整備内容の検討を行う
・外国人観光客や障がい者、高齢者などを含めた全ての来訪者が自然を満喫できる自然公園を目指すため、質の高い受入環境の整
備に向けた現況調査を実施し、整備計画を作成（美ヶ原高原、霧ヶ峰高原）
・県から山ノ内町へ移管した志賀高原自然保護センターについて、展示改修に要する費用を支援

・自然公園の保護と適正な利用を推進し、並びに自然体験活動の機会を提供するため、県有自然公園施設（霧ヶ峰、乗鞍、美ヶ
原、御嶽山）の維持管理と適正な運営を実施

②自然公園における協働型管理運営の推進
・自然公園における地域ルールの作成や地域課題の解決に向けた取組の進捗管理を行うことを目的として、行政機関、保護団体、利
用推進団体等の関係者が参画する協議会（地域会議）を開催

E-mail shizenhogo pref.nagano.lg.jp
事　業　名 自然公園管理事業 部局 環境部

0 66,236 1,583 67,819 65,819 62,692 6.5

6.5
R6年度 15,950 76,195 △ 17,919 74,226 57,325 66,318 6.5
R5年度 0 88,124 △ 6,283 81,841 55,273 36,498

R7年度

区分
予算額

決算額 職員数
前年度繰越 当初予算 補正予算等 合計

（予算現額） うち一般財源



７　主な取組実績と成果

８　成果指標の達成状況に関する要因分析

９　今後の事業の方向性

事業改善シート（令和７年度実施事業分） □当初要求　□当初予算案 　□補正予算案　■点検

事　業　名 自然公園管理事業 部局 環境部 課・室 自然保護課

・御岳県立公園の国定公園化に向けた機運醸成を図るため、地域住民や地元事業者の理解促進に努めるとともに、認知度向上のた
めの統一ロゴマーク、キービジュアルを作成
・自然環境が損なわれないよう配慮しながら自然や文化を楽しむエコツーリズムを普及するため、「エコツーリズム人材育成研修会」を美ヶ
原自然保護センター及び周辺フィールドにおいて開催
・全ての来訪者が自然を満喫できる自然公園を目指し、美ヶ原高原及び霧ヶ峰高原において自然公園施設の現況調査を実施し、バ
リアフリー化やインバウンド対応等に有効な整備手法の検討を実施

・行政機関、保護団体、利用推進団体等の関係者が参画する協議会（地域会議）を各地域で計７回開催
・塩嶺王城県立公園に関する地域会議を開催し、公園計画（素案）を諮り、公園計画（案）を作成、決定

事業番号 06 05 02

R7年度推移 ↗ 達成状況 達成

① 自然公園施設（自然保護センター等）の管理運営
・霧ヶ峰自然保護センター及び御嶽山ビジターセンターにおいて、それぞれ指定管理者への委任により、民間のノウハウを活かした施設運
営を実施
・各センター周辺のフィールドを活かしたガイドツアーやスタンプラリーなど、年齢に関係なく楽しめるイベントを開催

②自然公園における協働型管理運営の推進

③自然公園における利活用の推進

自然公園施設来館者数 R6年度推移 ↗

(1) 上記７、８及び県民の意見等を踏まえた課題
・地域会議は、５つの県立自然公園及び２つの国定公園（八ヶ岳中信高原、中央アルプス）で設置が完了しており、残りの２つの
国定公園においても設置を推進し、情報・課題の共有を図るとともに、必要に応じて公園計画の更新や管理運営計画の策定が必要
である。
・自然観察インストラクター制度は、制度の周知や人材育成により登録希望者を募るとともに、インストラクターがガイドとして活動できる
場を広げる必要がある。
美ヶ原高原及び霧ヶ峰高原について、令和７年度の現況調査結果を踏まえ、整備計画に関し地元関係者との合意形成を図るととも
に、整備を進めていく必要がある。
・御嶽山国定公園化に伴い、更なる公園利活用の推進が必要となる。

(2) 事業改善の方策
・公園全体を網羅するものとしては他の国定公園の先駆けといえる中央アルプス国定公園の管理運営計画（案）について、ヒアリング
及び意見交換会により得られた意見を反映し、パブリックコメント等を経て令和９年度までの施行を目指すとともに、他の国定公園にも
取組を共有、展開する。
・自然観察インストラクター制度について、引き続きHPにより人材募集を推進するとともに、令和６年度に構築した自然観察インストラク
ター紹介サイトを活用し、ガイド活動の場を創出していく。
・美ヶ原高原及び霧ヶ峰高原については、地元関係者と協議をし、地域の特色を活かした整備計画を策定していく。
・宿泊税を活用し、自然公園施設のバリアフリー化や自然保護センター設備のVR化などの上質化を推進するほか、美ヶ原高原や御嶽
山をはじめとする自然公園の利活用促進を図っていく。

指標
①
③

・霧ヶ峰高原について、関西万博の影響による混雑回避のためのツアー客の増加、令和４年の施設改修や指定管理者による各種取
組などの浸透により、霧ヶ峰自然保護センターへの来館者が増加した。
霧ヶ峰自然保護センター来館者数　R6　17,024人→　R7　20,700人（前年度比　約122％）



1 自然公園管理員の配置
美ヶ原自然保護センターを活動拠点としセンター周辺の植生対策やマナー啓発等を
行う自然公園管理員を雇用直接
雇用人数：１名、雇用期間：７月～10月

2 美ヶ原台上の管理
県管理の公衆トイレ及びこのトイレや美ヶ原牧場の水源確保用のポンプその他給水
施設等の管理委託
管理箇所：３箇所（給水施設、管理小屋、公衆トイレ）

細事業
No. 細事業名

自然保護レンジャーの委嘱
自然公園内の美化清掃や利用マナーの普及啓発等を行なう自然保護レンジャーを
委嘱するとともに、レンジャーの資質向上のための研修会を開催直接
研修会開催：2回

No. 細事業を構成する主な取組 実施方法 令和７年度実施内容（実績）（上段：事業概要、下段：活動によるアウトプット）

細事業
No. 細事業名

3 自然保護レンジャー事業

細事業を構成する主な取組 実施方法 令和７年度実施内容（実績）（上段：事業概要、下段：活動によるアウトプット）

1 自然保護センター内の設備等の修繕
利用者の利用環境向上や安全確保のため、乗鞍及び美ヶ原の各自然保護セン
ターの施設修繕を実施直接

千円 千円

修繕箇所：２箇所（乗鞍１箇所、美ヶ原１箇所）

No.

自然公園施設の広域連携促進

実施方法
直接

細事業
No. 細事業名

2 自然保護センター緊急修繕事業

県立の自然公園施設や民間・市町村等が運営する類似施設の関係者を集め、広
域連携に向けた事例紹介、情報交換等を行う会議を開催

広域連携会議開催：１回

指定管理

直接

R5年度
決算額

R6年度
決算額

R7年度
決算額

644 18,182 990

自然公園施設管理運営事業

No.

1

部局 環境部 課・室 自然保護課

令和７年度実施内容（実績）（上段：事業概要、下段：活動によるアウトプット）

自然公園施設（自然保護センター及びビジターセンター）の管理運営を行い、館
内展示や解説を通じた自然保護意識の普及啓発を実施

４施設の管理運営（指定管理２、委託２）、開館期間：４月～11月

事　業　名 自然公園管理事業
事業番号 06 05 02 細事業一覧（令和７年度実施事業分）

R5年度
決算額

26,17425,91627,554

千円千円千円
細事業を構成する主な取組

自然公園施設の管理運営

□当初要求　□当初予算案 　□補正予算案　■点検

2

1

細事業
No.

R7年度
決算額

R6年度
決算額細事業名

799 1,076

千円 千円 千円
No.

4

1

国定公園等自然環境保全事業

細事業を構成する主な取組 実施方法 令和７年度実施内容（実績）（上段：事業概要、下段：活動によるアウトプット）

千円

R5年度
決算額

R6年度
決算額

R7年度
決算額

644 453 168

千円 千円 千円

R5年度
決算額

R6年度
決算額

R7年度
決算額

866



支援協議会数：６団体

No. 細事業を構成する主な取組 実施方法 令和７年度実施内容（実績）（上段：事業概要、下段：活動によるアウトプット）

1 自然保護関係協議会への参画
各地域の自然環境の保全や利用の適正化等を図るため、各協議会の活動に必要
な財源の一部を負担負担金

細事業
No. 細事業名

9 協議会等負担金

R5年度
決算額

R6年度
決算額

R7年度
決算額

3,400 2,900 2,750

千円 千円 千円

現況調査の実施、整備計画案の作成（美ヶ原高原・霧ヶ峰高原）

No. 細事業を構成する主な取組 実施方法 令和７年度実施内容（実績）（上段：事業概要、下段：活動によるアウトプット）

1 自然公園受入環境整備計画の作成
全ての来訪者が自然を満喫できる自然公園を目指し、美ヶ原及び霧ヶ峰における
現況調査とバリアフリー化やインバウンド対応に有効な整備手法の検討を実施委託

細事業
No. 細事業名

8 自然公園利活用推進事業

R5年度
決算額

R6年度
決算額

R7年度
決算額

　－ － 26,510

千円 千円 千円

現況調査の実施

No. 細事業を構成する主な取組 実施方法 令和７年度実施内容（実績）（上段：事業概要、下段：活動によるアウトプット）

1 国定公園指定に向けた現況調査
国定公園化に伴い建て替えが必要な看板の現況調査を行い、要整備箇所の確認
及び整備内容の検討を実施委託

細事業
No. 細事業名

7 御嶽山国定公園化推進事業

R5年度
決算額

R6年度
決算額

R7年度
決算額

0 6,380 2,798

千円 千円 千円

地域会議開催：７回

No. 細事業を構成する主な取組 実施方法 令和７年度実施内容（実績）（上段：事業概要、下段：活動によるアウトプット）

1 自然公園地域会議の開催
関係者と協働した管理運営を推進するとともに、それぞれの地域特性に合った管理
運営方法の検討を行うため、自然公園の関係者による地域会議を開催直接

細事業
No. 細事業名

6 自然公園協働型管理運営事業

R5年度
決算額

R6年度
決算額

R7年度
決算額

201 6,798 228

千円 千円 千円

実施方法 令和７年度実施内容（実績）（上段：事業概要、下段：活動によるアウトプット）

1 エコツーリズムガイド人材の育成
県内の自然環境の適正利用及び持続的活用を促進するため、「エコツーリズム」の
考え方に基づいたガイド人材の育成を目的とした研修会を開催委託
研修会開催：１回

5 自然ガイド人材育成・活用事業

No. 細事業を構成する主な取組

細事業
No. 細事業名 R5年度

決算額
R6年度
決算額

R7年度
決算額

1,935 2,942 1,999

千円 千円 千円


